
８
月
５
日
吹
田
市
内
で
、
日
中
友

好
協
会
吹
田
支
部
主
催

の
中
国
問
題
講
演
会
が

行
わ
れ
、
90

名
の
参
加

者
は
大
西
広
慶
大
教
授
・

日
中
友
好
協
会
副
理
事

長
の
話
に
、
メ
モ
を
取

り
な
が
ら
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
準

備
し
た
座
席
と
資
料
は

60

名
分
の
予
想
を
超
え

て
、
追
加
印
刷
に
追
わ

れ
る
ほ
ど
で
、
開
会
10

分
前
の
受
け
付
け
に
は

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の

盛
況
で
し
た
。

講
演
は
「
習
近
平
政
権
と
今
後
の

国
際
関
係
」
と
題
し
て
、
中
国
の
内

政
・
外
交
に
つ
い
て
詳
し
く
、
現
地

調
査
の
内
容
を
紹
介
し
な
が
ら
講
演

さ
れ
ま
し
た
。
中
国
内
政
の
ポ
イ
ン

ト
は
国
民
生
活
が
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
で
、
貧
困
対
策
は
か
な
り
行
き

届
い
て
い
る
が
、
富
裕
層
へ
の
課
税

強
化
は
進
ん
で
い
な
い
。
相
続
税
は

ま
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
腐
敗

撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
強
化
さ
れ
、

富
裕
層
勢
力
を
弱
体
化
さ
せ
て
い
る

と
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
「
超
大
国
化
」
の
過
程
に
あ

る
対
外
政
策
に
は
不
安
が
あ
り
、
一

帯
一
路
政
策
の
ラ
オ
ス
現
地
で
の
実

態
や
、
対
外
進
出
の
中
心
は
経
済
的

外
交
的
な
も
の
で
、
軍
事
的
な
も
の

で
は
な
い
、
中
国
民
衆
の

大
国
主
義
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
も
問
題
と
指
摘
。

講
演
は
「
分
か
り
ま
し

た
か
？
」
と
確
認
し
な
が

ら
話
を
進
め
「
非
常
に
参

考
に
な
っ
た
、
中
国
は
社

会
主
義
を
め
ざ
し
て
い
る

の
で
は
？
共
産
党
１
党
独

裁
が
続
く
の
か
？
党
員
へ

の
教
育
は
？
香
港
の
抗
議

行
動
は
？
」
な
ど
質
問
に

は
時
間
い
っ
ぱ
い
丁
寧
に

説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

10
月
27
日
10
時
か
ら
４
時

門
真
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

参
加
費
２
０
０
０
円
、
午
前
は
各

種
目
練
習
、
午
後
は
24
式
、
48
式
、

風
華
、
棍
の
全
体
表
演
と
各
教
室

エ
ン
ト
リ
ー
種
目
の
表
演
で
す
。

11
月
９
日
１
時
～
10
日
４
時

石
清
水
八
幡
宮
体
育
館

全
日
程
参
加
１
９
０
０
０
円

今
回
は
老
若
男
女
誰
で
も
で
き

る
、
双
節
棍
（
ヌ
ン
チ
ャ
ク
）
の

基
本
操
法
が
中
心
で
す
。
棍
の
型

も
発
表
会
で
表
演
を
し
ま
す
。

（
大
阪
西
支
部
主
催
）
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中
国
は
何
を
め
ざ
し
て
い
る
か

超
大
国
化
の
対
外
政
策
に
は
不
安
が
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８
月
24
日
、
堺
支
部
総
会
と
学
習

講
演
会
が
23
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
、

来
賓
の
藤
本
市
議
は
「
日
韓
問
題
は

歴
史
認
識
が
問
わ
れ
て
い
る
、
安
倍

政
権
の
ま
ま
で
は
外
交
が
う
ま
く
進

ま
な
い
」
と
述
べ
、
松
原
西
支
部
長

も
挨
拶
、
総
会
議
事
を
石

井
議
長
の
進
行
で
報
告
・

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ

て
活
動
の
経
過
と
議
案
の

説
明
が
あ
り
、
毎
月
の
支

部
会
議
と
数
回
に
わ
た
る

泉
州
・
堺
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
新
し
い
会
員
も
加
わ
っ

て
交
流
と
共
同
が
広
が
っ

て
き
て
い
る
、
公
開
講
座

に
よ
り
運
動
が
広
が
り
、

「
語
る
・
学
ぶ
・
動
く
」

を
一
体
化
し
た
活
動
が
堺

支
部
の
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
新
し
く
堺
支
部
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
り
「
一
衣
帯
水
」
を
座
右
の
銘
に

し
て
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
ゆ
く
事

に
な
り
ま
し
た
。

学
習
講
演
会
は
荒
崎
さ
ん
の
司
会

で
進
行
、
浅
田
支
部
長

が
弘
法
大
師
空
海
の
上

陸
地
赤
岸
鎮
を
訪
ね
て

と
題
し
て
講
演
、
山
本

府
連
副
会
長
が
「
建
国

70
周
年
を
迎
え
る
中
国

―
習
近
平
体
制
を
語
る
」

と
題
し
て
一
帯
一
路
や

中
国
の
夢
・
中
華
民
族

の
偉
大
な
る
復
興
な
ど

詳
し
く
講
演
さ
れ
、
最

近
の
異
常
な
韓
国
攻
撃

と
日
韓
情
勢
に
つ
い
て

も
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

堺
支
部
総
会
と
学
習
会

建
国
70
年

習
近
平
政
権
と
国
際
関
係

８
月
25
日
、
「
日
本
は
中
国
で
何

を
し
た
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
侵
略
と

加
害
を
考
え
る
講
演
と
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
、
笠
原
十
九
司
都
留
文
化

大
学
名
誉
教
授
を
迎
え
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

戦
争
に
は
「
前
史
」

と
「
前
夜
」
が
あ
り
、

日
本
の
戦
争
指
導
者

た
ち
が
踏
み
越
え
て

い
っ
た
、
数
々
の
戦

争
回
避
不
能
な
段
階

と
は
何
か
、
日
中
全

面
戦
争
と
は
何
だ
っ

た
の
か
、
１
０
０
万

の
日
本
軍
が
送
り
込

ま
れ
た
戦
場
で
何
が

行
わ
れ
た
の
か
、
日

本
人
の
欠
落
し
た
歴
史
認
識
と
日
中

戦
争
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
全
貌

に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
野
田
淳
子
さ
ん

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
は
副
島
昭
一
和
歌
山
大
学
名
誉

教
授
が
担
当
、
笠
原
講
演
を
簡
潔
に

説
明
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
名
を
超

え
る
参
加
者
は
ア
ン
ケ
ー

ト
で
「
歴
史
に
対
す
る
無

知
は
罪
、
歴
史
を
学
ぶ
こ

と
は
現
在
を
知
る
こ
と
、

戦
争
の
前
史
と
前
夜
の
区

別
が
は
っ
き
り
し
た
、
副

島
さ
ん
は
特
徴
と
ポ
イ
ン

ト
を
見
事
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
、
講
演
の
70

分
で

は
短
い
、
テ
ー
マ
に
沿
っ

て
話
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
」

な
ど
感
想
や
意
見
が
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
配
布
さ
れ
た
26
頁
の
資
料
と
、

日
中
戦
争
時
代
の
地
図
は
、
詳
し
く

解
説
さ
れ
た
必
読
資
料
で
す
。

侵
略
と
加
害
を
考
え
る

笠
原
講
演
会

日
本
は
中
国
で
何
を
し
た
か

女
性
部
で
は
こ
れ
ま
で
中
国
文
化

に
触
れ
中
国
を
知
る
取
り
組
み
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
「
映
画
大

好
き
」
な
大
学
生
Ｏ
Ｂ
の
方
達
と
共

同
で
、
す
ぐ
れ
た
中
国
映
画
の
鑑
賞

会
を
開
催
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

１
９
９
６
年
制
作
、
中
国
金
鶏
賞

や
各
種
国
際
映
画
祭
で
受
賞
。
主
役

の
老
芸
人
（
変
面
王
）
に
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
大
地
の
子
」
の
養

父
役
で
日
本
で
も
大
評
判
の
朱
旭

（
チ
ュ
ウ
・
シ
ュ
イ
）
。

時
代
は
１
９
２
０
年
代
。
舞
台
は

四
川
省
長
江
。
変
面
王
と
呼
ば
れ
る

天
涯
孤
独
の
老
大
道
芸
人
は
一
子
相

伝
の
芸
を
継
が
せ
る
た
め
、
男
の
子

を
人
買
い
か
ら
買
い
、
わ
が
子
の
よ

う
に
育
て
鍛
え
る
が
・
・
。

ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
物
語
の
展
開
の
他

に
伝
統
的
な
古
典
演
劇
川
劇
（
せ
ん

げ
き
）
や
素
晴
ら
し
い
変
面
劇
が
見

も
の
で
す
。
ぜ
ひ
鑑
賞
会
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

（
平
澤
京
子
）

10
月
14
日(

祝)

午
後
１
時
半
開
場

国
労
会
館
２
階
（
JR
天
満
駅
）

☆
参
加
費
５
０
０
円

＊
鑑
賞
後
、
合
評
会
が
あ
り
ま
す
。

先
着
40
名
、
申
込
は
府
連
事
務
所
へ

女
性
部
と
青
年
に
よ
る
中
国
映
画
観
賞
会

變
臉
（
へ
ん
め
ん
）

こ
の
櫂
に
手
を
そ
え
て

太
極
拳
特
別
練
習
会

10
月
か
ら
１
１
１
期
中
国
語
講
座

が
開
講
し
ま
す
。
ご
家
族
、
友
人
、

知
人
の
方
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

紹
介
を
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は

薄
謝
（
３
千
円
の
図

書
券
）
を
差
し
上
げ

ま
す
。

ク
ラ
ス
編
成
は
初

級
Ⅰ
、
Ⅱ
、
Ⅲ
、
中

級
、
上
級
、
高
級
に

加
え
、
１
０
７
期
か

ら
『
準
中
級
』
が
新

設
さ
れ
、
更
に
き
め
細
か
な
授
業
に

な
っ
て
い
ま
す
。
日
中
友
好
協
会
の

中
国
語
教
室
は
大
阪
の
中
心
に
教
室

が
あ
り
、
通
学
に
は
と
て
も
便
利
で

す
。
１
１
０
期
の
実
績
が
あ
り
、
良

心
的
な
受
講
料
で
信
頼
で
き
る
と
評

判
で
す
。

「
紹
介
し
よ
う
と
思
う
け
ど
ど
の

ク
ラ
ス
が
良
い
の
か
判
ら
な
い
。
」

と
い
う
方
は
実
際
の
授
業
を
見
学
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
（
２
科
目
ま
で

無
料
）
初
心
者
の
方
で
「
中
国
語
っ

て
ど
ん
な
ん
か
な
？
」
と
思
わ
れ
る

方
は
一
度
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

10
月
１
日
（
火
）
10
時
、
３
日
（
木
）

６
時
半
、
５
日
（
土
）
10
時
か
ら
無

料
入
門
レ
ッ
ス
ン
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

参
加
対
象
は
初
心
者
の
方

（
内
容
は
３
回
と
も
に
同
じ
で
す
）

10
月
開
講
中
国
語
講
座

受
講
生
の
紹
介
を

ヌ
ン
チ
ャ
ク
講
習
会



社
会
の
深
層
で
進
む
改
革
！

空
海
祈
念
館
を
案
内
し
て
く
れ
た

卒
業
生
の
汪
敏
さ
ん
。
現
在
、
仕
事

を
辞
め
て
い
る
と
い
う
。
道
路
際
に

大
き
な
下
水
管
が
２
つ
３
つ
置
い
て

あ
っ
た
。
「
こ
れ
は
、
下
水
用
の
管

で
す
ね
。
か
な
り
大
き
い
ね
。
」
と

言
う
と
「
知
っ
て
ま
す
。
」
の
返
答
。

「
え
っ
！
下
水
管
を
知
っ
て
る
の
？
」

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
と
退
職

そ
れ
か
ら
仕
事
を
辞
め
た
わ
け
を

話
し
始
め
た
。
前
の
会
社
は
マ
ン
ホ
ー

ル
の
蓋
を
作
り
販
売
し
て
い
た
。
製

品
は
市
内
で
な
く
主
に
地
方
に
販
売

さ
れ
て
い
た
。
給
料
や
待
遇
は
良
か
っ

た
が
、
あ
る
問
題
に
気
付
い
た
。
そ

れ
は
、
粗
悪
な
材
料
で
作
っ
て
い
た

の
で
、
強
度
が
十
分
で
な
い
製
品
が

多
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
分
か
っ
て
、

マ
ン
ホ
ー
ル
の
上
を
歩
い
て
い
た
人

が
落
ち
た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

車
が
落
ち
た
ら
・
・
・
。
な
ど
不
安

を
感
じ
る
日
々
が
続
く
。
夜
も
眠
れ

な
く
な
り
昼
夜
逆
転
の
生
活
に
な
っ

て
し
ま
い
、
つ
い
に
退
職
す
る
こ
と

に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
こ
と
を
聞
き
、
日
本
で
も
よ

く
あ
る
問
題
だ
と
思
っ
た
。
最
近
、

神
戸
製
鋼
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
、
マ

ツ
ダ
、
日
産
な
ど
に
よ
る
検
査
デ
ー

タ
の
改
ざ
ん
、
虚
偽
報
告
と
い
っ
た

不
正
や
、
自
衛
隊
の
南

ス
ー
ダ
ン
日
報
の
隠
蔽
、

加
計
学
園
の
問
題
な
ど
、

大
き
く
報
道
さ
れ
社
会

問
題
に
な
っ
た
。
多
く

は
、
内
部
告
発
に
基
づ

く
も
の
だ
っ
た
。
話
を

聞
い
た
と
き
は
、
中
国

で
は
内
部
告
発
に
関
す
る
制
度
は
な

い
と
思
っ
て
い
た
。

内
部
告
発

新
た
な
制
度

帰
国
し
て
調
べ
て
み
る
と
、
中
国

で
は
２
０
１
６
年
に
内
部
告
発
に
関

す
る
新
た
な
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い

た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
こ
の
制
度
は

欧
米
諸
国
と
同
じ
水
準
で
、
内
部
告

発
者
の
保
護
を
実
質
的
な
も
の
に
す

る
内
容
で
あ
っ
た
。

今
後
こ
の
制
度
が
一
般
の
労
働
者

に
普
及
し
て
い
き
、
中
国
の
社
会
が

健
全
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

残
念
な
が
ら
日
本
で
は
、
公
益
通
報

者
保
護
法
は
あ
る
が
、
内
部
告
発
者

が
保
護
さ
れ
守
ら
れ
る
仕
組
み
に
は

な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

中
国
の
内
部
告
発
制
度

中
国
の
内
部
告
発
制
度
の
概
要
は
、

『
米
国
と
同
じ
く
内
部
告
発
に
報
奨

金
（
20
～
50
万
元
）
を
出
す
と
と
も

に
、
内
部
告
発
者
の
保
護
の
強
化
も

含
ま
れ
ま
す
。
共
産
党
の
中
央
規
律

検
査
委
員
会
が
内
部
告
発
の
窓
口
と

な
っ
て
お
り
、
同
委
員
会
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
向
け
ア
プ
リ
も
導
入
し
て

内
部
告
発
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
内
部
告
発
者
へ
の
不
利
な
扱

い
に
は
、
行
政
処
分
だ
け
で
な
く
、

刑
事
罰
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
』
『
中
国
製
品
は
安
く

て
粗
悪
』
の
イ
メ
ー
ジ
が
定

着
し
て
い
る
中
で
、
中
国
の

深
層
で
は
改
革
が
進
ん
で
い

る
『
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
』
の
お

話
だ
っ
た
。
今
後
、
企
業
の

改
革
が
進
み
中
国
社
会
が
発

展
す
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

（
堺
支
部

浅
田
勝
美
）

中
国
百
科
検
定
は
歴
史
・
地
理
・

政
治
・
経
済
・
社
会
・
文
化
な
ど

多
方
面
の
知
識
を
問
う
試
験
で
す
。

12
月
８
日(

日)

第
７
回
試
験
の

申
し
込
み
受
付
中
11
月
７
日
ま
で

第
８
回
は
２
０
２
０
年
３
月
20
日

(

金
・
祝
日)

に
実
施
予
定
で
す
。
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東
大
阪
市
長
選
挙
が
22
日

告
示
、
29
日
投
票
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
市
長
選
挙
で
無
所

属
・
市
民
共
同
の
新
人
、
浜

正
幸
氏
（
元
市
議
・
副
議
長
）

を
第
３
回
常
任
理
事
会
で
推

薦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

浜
正
幸
氏
は
日
中
友
好
協

会
東
大
阪
支
部
所
属
で
、
暮

ら
し
優
先
の
市
政
転
換
を
掲

げ
、
東
大
阪
を
希
望
の
街
に

す
る
た
め
奮
闘
中
で
す
。
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８
月
18
日
、
城
北
支
部
結
成
を
記

念
し
て
、
二
回
目
と
な
る
「
納
涼
の

つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
６
月
の
第
68
回
全
国
大

会
で
城
北
支
部
結
成
が
表
彰
さ
れ
、

記
念
贈
呈
さ
れ
た
協
会
の
「
の
ぼ
り

旗
」
と
「
支
部
結
成
承
認
書
」
が
展

示
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
井
上
正
道
氏

に
よ
る
「
棍
」
（
中
国
武
術
の
棒
術
）

の
演
武
を
観
賞
し
た
後
、

佐
藤
倫
理
支
部
長
が
「
今

日
の
納
涼
の
つ
ど
い
を
契

機
に
大
き
な
支
部
づ
く
り

を
め
ざ
そ
う
」
と
挨
拶
。

当
日
出
席
最
年
長
会
員

の
川
端
徳
二
郎
さ
ん
の
音

頭
で
乾
杯
。
鰻
巻
、
冷
奴
、

ば
ら
寿
司
、
唐
揚
、
枝
豆
、

酢
の
物
な
ど
、
中
居
多
津

子
さ
ん
の
手
作
り
料
理
で

舌
鼓
を
う
ち
ま
し
た
。

大
阪
府
連
副
会
長
、
山
本
恒
人
さ

ん
の
ミ
ニ
学
習
は
関
係
悪
化
が
顕
著

に
な
っ
て
い
る
日
韓
の
徴
用
工
問
題

を
め
ぐ
る
貿
易
摩
擦
に
つ
い
て
「
納

涼
の
つ
ど
い
に
ふ
さ
わ
し
い
話
」
と

し
て
１
９
０
９
年
伊
藤
博
文
を
ハ
ル

ピ
ン
駅
１
番
ホ
ー
ム
で
射
殺
し
た
安

重
根
に
つ
い
て
、
暗
殺
で
な
く
日
本

の
併
合
に
対
す
る
義
兵
で
あ
る
と
本

人
が
繰
り
返
し
主
張
し
た
こ
と
、
安

重
根
の
「
東
洋
平
和
論
」
は
韓
・
日
・

清
の
金
融
共
同
体
の
提
唱
な
ど
壮
大

な
東
洋
平
和
構
想
で
あ
っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

全
員
が
中
国
と
の
関
わ

り
、
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
な
ど
多
彩
に
自
己

紹
介
を
し
て
、
話
は
尽
き

な
い
中
、
支
部
か
ら
今
後

の
取
組
の
提
案
と
紹
介
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

22
名
の
参
加
者
で
初
参

加
が
２
名
あ
り
、
安
井
秀

夫
さ
ん
が
入
会
と
同
時
に

「
支
部
の
取
組
み
に
積
極

的
に
し
ま
す
。
」
と
表
明

し
て
く
れ
ま
し
た
。
当
日
の
朝
参
加

し
た
い
と
連
絡
を
く
れ
た
伊
藤
彰
宏

さ
ん
も
準
会
員
に
。
仲
間
の
輪
が
広

が
っ
た
こ
と
を
喜
び
あ
い
ま
し
た
。

（
大
西
恵
美
子
）

こ
の
３
年
で
大
き
く
変
化
し
た
暮
ら
し

中
国
最
新
報
告
⑥

福
建
省
厦
門
と
福
州
を
訪
ね

福州茶亭公園の蓮の花

城
北
支
部
納
涼
の
つ
ど
い
と
ミ
ニ
学
習

安
重
根
の
壮
大
な
東
洋
平
和
構
想
を
学
ぶ

９
月
１
日
西
支
部
役
員
会
が
開
か

れ
、
こ
の
間
の
行
事
や
集
会
の
参
加

状
況
が
報
告
、
支
部
総
会
ま
で
に
目

標
の
会
員
を
拡
大
す
る
こ
と
や
、
11

月
の
太
極
拳
合
宿
や
12
月
の
干
支
き

り
え
講
習
会
、
１
月
の
新
春
太
極
拳
、

２
月
の
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
３
月
の

水
餃
子
等
中
国
料
理
の
会
、
４
月
の

花
見
な
ど
の
行
事
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。

西
支
部
か
ら
６
月
の
府
連
大
会
に
、

13
名
、
奈
良
の
映
画
会
に
５
名
、
き

り
え
講
習
に
９
名
、
７
月
の
太
極
拳

本
部
指
導
員
研
修
会
は
５
人
が
参
加
、

相
互
研
修
で
は
自
主
的
に
ど
う
判
断

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
原
典
を
声
を
だ
し
て
順

番
に
読
ん
で
い
き
、
原
典
を
ど
う
理

解
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
指
導
の
課
題
だ
と
提
起
が

あ
り
ま
し
た
。

８
月
の
日
本
は
中
国
で
何
を
し
た

か
笠
原
講
演
会
に
は
２
０
０
数
十
名

が
参
加
、
受
付
や
司
会
な
ど
で
運
営

に
携
わ
り
ま
し
た
。
９
月
か
ら
１
０

５
期
太
極
拳
教
室
が
ス
タ
ー
ト
し
、

１
０
月
の
映
画
会
に
女
性
部
が
中
心

と
な
り
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

22
日
に
は
西
支
部
総
会
と
懇
親
会

が
開
か
れ
ま
す
。

西
支
部
役
員
会
総
会
に
向
け
て
準
備

９
月
か
ら
太
極
拳
西
教
室
が
ス
タ
ー
ト

中
国
百
科
検
定

東大阪市長選挙浜正幸氏推薦

千
秋
昌
弘
さ
ん
（
男
声
合
唱
団
昴

団
長
、
元
大
東
市
会
議
員
）
か
ら
満

蒙
開
拓
団
の
逃
避
行
の
う
た
（
千
秋

昌
弘
作
詞
・
森
二
三
作
曲
）
を
歌
い

広
め
た
い
と
、
大
阪
府
連

に
依
頼
文
書
と
楽
譜
が
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

千

秋
さ
ん
は
、
昨
年
日
中
う

た
ご
え
交
流
ツ
ア
ー
で
、

中
国
東
北
部
の
方
正
に
あ

る
日
本
人
公
墓
を
訪
れ
て

感
銘
を
受
け
、
こ
の
事
を

歌
詞
に
し
５
曲
の
作
品
に

ま
と
め
上
げ
ま
し
た
。

満
州
開
拓
団
は
、
関
東

軍
に
も
日
本
政
府
に
も
捨
て
ら
れ
、

逃
避
行
を
続
け
非
業
の
死
を
遂
げ
ま

し
た
。
方
正
収
容
所
で
も
３
５
０
０

人
が
な
く
な
り
、
野
ざ
ら
し
に
な
っ

た
遺
骨
が
残
留
婦
人
に
よ
っ
て
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

１
９
６
３
年
中
国
政
府
に
よ
っ
て

「
こ
こ
で
死
ん
だ
日
本
人
民
は
、
侵

略
戦
争
の
同
じ
犠
牲
者

だ
」
と
、
方
正
地
区
日

本
人
公
墓
が
建
立
さ
れ
、

遺
骨
が
埋
葬
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
公
墓
は
文

化
大
革
命
時
も
守
ら
れ
、

現
在
も
静
か
に
建
っ
て

い
ま
す
。

千
秋
さ
ん
は
、
多
く

の
集
会
で
こ
の
曲
を
活

用
し
、
各
合
唱
団
で
歌
っ

て
頂
け
た
ら
と
語
っ
て
い
ま
す
。
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
「
千
秋
昌
弘
、
満
蒙
の
地
、

方
正
の
う
た
」
（
約
17
分
）
で
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
土
井
一
正
）

満
蒙
開
拓
団
逃
避
行
の
う
た
を
作
曲

方
正
に
あ
る
日
本
人
公
墓
を
訪
れ
て


